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A Study on the Eﬀectiveness of Advisory Expressions in Improving the 
Forward Roll of the Mat Exercise
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　　In this study, university students performed the forward roll. A total of 23 types of misstep in performing the forward roll were 
identiﬁed. The most common misstep in performing the forward roll was bending the knees. Of this misstep, three patterns were 
identiﬁed: Ⅰ :Starting on one foot; leaving the ground, the feet move in diﬀerent directions; the knees are then bent. Ⅱ :The knees 
are bent when the feet leave the ground. Ⅲ :The feet are jerked too soon, causing the knees to bend. The advisory expressions were: 
①“Put your feet together and roll.” ②“Keep your knees straight as you roll.” ③“Draw a large circle in the air with your toes as 
you roll.” It was conﬁrmed that expression ① was eﬀective in eliminating misstep Ⅰ ; expression ② was eﬀective in eliminating 
missteps Ⅱ and Ⅲ ; and expression ③ was eﬀective in eliminating misstep Ⅲ .




























































































の 23 種類である（注 5）。
　23 種類のつまずきのなかで最も多く認められたのは，｢腰




41 名みられた。次いで ｢ 膝が曲がる ｣が 36 名，｢ 起き上
がりがスムーズでない ｣が 35 名，｢ 体がつぶれる ｣が 34
名であった。
（2）「つまずき」相互の関連性の構造化









　例えば，⑨の矢印の終点である ｢ 腰角度が小さい ｣の
原因として，始点の ｢ 膝が曲がる ｣が考えられることを
示している。また，⑤の矢印の終点である ｢ 膝が曲がる ｣
の原因として，始点の ｢ 離足時足がばらばら ｣が関係し，







　前転で最も多かったつまずきは ｢ 腰角度が小さい ｣で
あり，その原因の一つに ｢ 膝が曲がる ｣が考えられた。



































































































角度の変化は，M･Aが 38.3°から 49.7°に，K･Oが 30.8°か
ら 41.0°に，Y･Taが 22.8°から 41.1°にそれぞれ大きくなっ
た。一方，タイプⅢのつまずきを有する S･Kuは，70.2°か













プのつまずき（タイプⅠ…3 名 ,Ⅱ…1 名，Ⅲ…1 名）
表 5　「膝をピーンと伸ばして回ろう」の言葉をかけたグ












腰角度の変化は，K･Yが 23.3°から 59.2°に，A･Nが 34.6°か
ら 73.0°に，Y･Teが 32.6°から 54.9°に，M・Hが 26.0°か
ら 49.0°にそれぞれ増大した。また，タイプⅢのつまずき
を有する H・Mも，46.3°から 76.3°に増大した。さらに，






































角度の変化は，T･Kが 51.8°から 66.8°に，S･Kaが 48.5°
から 72.8°に，A･Tが 31.0°から 69.4°にそれぞれ増大した。
また，タイプⅠのつまずきを有する 3 名のM･Tは 36.2°
から 40.9°に，Y･Iは 28.6°から 31.4°に，A･Yは 30.9°から
40.3°になりほとんど変化はみられなかった。さらに，タイ






















































































｢ 腰角度が小さい ｣｢ 回転が小さくなる ｣がそれぞれ 41
名で最も多く認められ，次いで ｢ 膝が曲がる ｣が 36 名
認められた。また，23 種類の現象としてのつまずきの
関連性をおさえた構造図を試案した。
（2）｢ 膝が曲がる ｣つまずきを有する者は，タイプⅠ : 片
足で踏み切る→離足時に足がばらばら→膝が曲がる，タ












































 3　 ｢クローズドスキル ｣とは，陸上競技や水泳，体操
のように，「身体の位置や動きの知覚において，筋・腱
等にある固有受容器による知覚が重要な役割を果たす
技術の総称」である（1）。
 4　 本研究において大学生を対象にしたのは，学齢期に
マット運動をある程度学習したはずの大学生を対象に
することで，解決されにくいつまずきがより見えてく
ると考えたからである。
 5　今回は大学生を対象にしたため，子ども達のつまず
きのすべてを網羅できていないことは，本研究の限界
である。また，指導言葉による反応が異なることも想
定される。さらに，対象とした大学生に男女の人数差
があった点からも，つまずきの全体像を捉えられてい
ない可能性が指摘される。
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